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社
会
保
障
費
削
減

　

内
閣
府
が
13
日
に
発
表

し
た
実
質
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
４
〜
６
月
期
）

は
、
年
率
換
算
で
６
・
８

％
の
大
幅
減
だ
っ
た
。
消

費
税
増
税
で
個
人
消
費
は

大
き
く
下
落
し
、
円
安
に

も
関
わ
ら
ず
輸
出
ま
で
落

ち
込
み
、
物
価
の
み
上
昇

し
た
。
政
府
は
「
想
定
の

範
囲
内
」
と
強
調
す
る

が
、
増
税
に
よ
る
景
気
後

退
は
明
ら
か
だ
。

　

収
入
面
で
は
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
成
果
」
と
し
て

〝
賃
上
げ
〞
が
宣
伝
さ
れ

た
が
、
実
態
は
異
な
る
。

厚
労
省
の
毎
月
勤
労
統
計

で
は
、
物
価
上
昇
分
を
差

し
引
い
た
実
質
賃
金
指
数

は
１
年
以
上
下
が
り
続

け
、
４
月
以
降

は
マ
イ
ナ
ス
３

％
台
（
前
年
同

月
比
）
の
大
幅

続
落
。
給
料
が
目
減
り

し
、
生
活
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
。

　

消
費
を
回
復
す
る
に

は
、
さ
ら
な
る
増
税
を
中

止
し
、
需
要
を
直
接
喚
起

す
る
生
活
支
援
策
が
不
可

欠
だ
。
社
会
保
障
分
野
の

雇
用
誘
発
効
果
は
、
他
分

野
に
比
べ
て
は
る
か
に
高

い
。
経
済
政
策
と
し
て
も

合
理
的
だ
。
だ
が
、
政
府

は
効
果
に
乏
し
い
大
企
業

支
援
や
大
型
公
共
事
業
中

心
の
旧
来
型
の
財
政
出
動

を
前
倒
し
す
る
だ
け
だ
。

の
充
実
」
は
泡
と
消
え
、

負
担
増
・
給
付
減
計
画
を

着
々
と
進
め
て
い
る
。

　

社
会
保
障
費
の
「
自
然

増
」
を
削
る
手
法
は
、
２

０
０
０
年
代
前
半
に
小
泉

政
権
が
強
行
し
た
も
の

だ
。
毎
年
２
２
０
０
億
円

倍
政
権
の
路
線
は
、
国
民

の
健
康
や
暮
ら
し
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
た
「
歴
史

的
失
政
」
の
再
来
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

政
府
の
狙
い
は
、
社
会

保
障
を
段
階
的
に
解
体

し
、
医
療
・
介
護
を
大
企

拡
大
は
医
療
の
営
利
化
へ

の
布
石
に
他
な
ら
な
い
。

　

国
民
生
活
が
悪
化
し
、

公
的
保
険
が
縮
小
す
れ

ば
、
歯
科
受
診
者
の
減
少

は
避
け
ら
れ
な
い
。
協
会

は
、
誰
も
が
経
済
的
な
不

安
な
く
受
診
し
健
康
を
享

受
で
き
る
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
安
倍
政
権
に
社

会
保
障
費
削
減
路
線
の
転

換
を
迫
る
。
９
月
か
ら
窓

口
負
担
軽
減
・
保
険
診
療

充
実
を
求
め
て
請
願
署
名

に
取
り
組
み
、
秋
の
臨
時

国
会
に
国
民
の
声
を
総
結

集
す
る
。
会
員
の
積
極
的

な
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
待
合
室
か
ら
医
療
を

守
ろ
う
。

の
削
減
を
打
ち
出
し
、

「
医
療
崩
壊
」「
介
護
難
民
」

な
ど
の
社
会
問
題
を
引
き

起
こ
し
た
。
同
時
期
の
歯

科
医
療
費
は
２
兆
５
千
億

円
に
抑
え
込
ま
れ
、「
歯
科

医
療
危
機
」
を
招
い
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
安

業
の
〝
金
も
う
け
の
場
〞

に
差
し
出
す
こ
と
に
あ

る
。
改
定
版
の
「
成
長
戦

略
」
に
は
、
健
康
・
疾
病

予
防
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
を
拡
大
す
る
具
体

策
な
ど
を
明
記
し
た
。
患

者
負
担
増
や
混
合
診
療
の

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
骨

太
の
方
針
」
で
高
齢
化
に

伴
う
社
会
保
障
費
の
「
自

然
増
」
ま
で
「
聖
域
な
く

見
直
し
」「
徹
底
的
に
効

率
化
・
適
正
化
す
る
」
と

強
調
。
公
約
し
た
消
費
税

増
税
に
よ
る
「
社
会
保
障

「
歴
史
的
失
政
」の
再
来

講師から個人指導を受けたスタッフ向け
実習講座。バキュームテクニック（左）と
シャープニングセミナー　　　　　　　

顎骨壊死はBP製剤だけが原因ではないと語る
佐々木昇氏＝７月27日、Ｍ＆Ｄホール 　　　

　

臨
床
・
学
術
部
は
２
日
と

３
日
に
ス
タ
ッ
フ
向
け
実
習

講
座
「
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ

ッ
ク
」「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開

い
た
。

バ
キ
ュ
ー
ム
技
術

　

２
日
の
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習

は
、
港
区
の
と
み
も
と
歯
科

で
開
い
た
。
冨
本
昌
之
氏

（
副
理
事
長
）
と
サ
ポ
ー
ト

て
い
た
が
、
チ
ッ
プ
の
方
向

や
細
か
な
練
習
が
で
き
自
信

が
つ
い
た
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

３
日
の
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
は
14
人
が
参
加
し
た
。
同

部
員
の
福
池
久
恵
氏
を
講
師

に
保
険
医
会
館
で
開
い
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
基
礎

を
学
ん
だ
後
、
個
別
で
実

習
。
持
ち
手
の
動
か
し
方
や

角
度
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
シ

ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
講
師
が
丁

寧
に
指
導
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
細
か
く
見

て
も
ら
え
て
、
自
分
の
改
善

点
が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
動

画
が
あ
っ
た
り
、
実
際
に
目

の
前
で
実
践
し
て
も
ら
え
た

り
と
、
と
て
も
分
か
り
や
す

か
っ
た
」「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
自
信
が
な
く
あ
ま
り
し

な
か
っ
た
が
、
早
速
医
院
で

も
実
践
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
好

評
だ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｐ
顎
骨
壊
死
の
判
断
基

準
は
、
①
Ｂ
Ｐ
製
剤
の
投
与

歴
が
あ
る
②
顎
骨
へ
の
放
射

線
照
射
歴
が
な
い
③
骨
露
出

・
骨
壊
死
が
８
週
間
以
上
持

続
し
て
い
る
―
―
の
３
項
目

を
満
た
す
も
の
と
な
る
。

　

最
近
で
は
、
顎
骨
壊
死
を

起
こ
す
薬
剤
が
Ｂ
Ｐ
だ
け
で

は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
。
薬
剤
誘
発
性
顎
骨
壊
死

と
表
現
す
る
方
が
適
切
で
あ

り
、
骨
粗
鬆
症
で
投
薬
を
さ

れ
て
い
る
人
以
外
に
も
注
意

が
必
要
と
強
調
し
た
。

　

感
染
源
の
除
去
を
目
的
に

抜
歯
は
す
べ
き
で
、
外
科
処

置
前
の
休
薬
は
あ
ま
り
意
味

が
な
い
。
休
薬
し
て
も
、
顎

骨
壊
死
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

る
。
顎
骨
壊
死
を
起
こ
し
た

ら
処
置
す
れ
ば
い
い
と
し

て
、
①
Ｂ
Ｐ
休
薬
＋
腐
骨
除

去
②
Ｂ
Ｐ
休
薬
＋
エ
チ
ド
ロ

ネ
ー
ト
＋
腐
骨
除
去
③
Ｂ
Ｐ

休
薬
＋
テ
リ
パ
ラ
チ
ド
＋
腐

骨
除
去
―
―
の
三
つ
の
治
療

法
を
挙
げ
た
。

　

Ｂ
Ｐ
は
経
口
剤
か
ら
注
射

剤
が
主
流
に
な
り
、
術
前
の

チ
ェ
ッ
ク
、
感
染
抑
制
の
た

め
の
前
投
薬
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
骨
粗
鬆
症
の
治
療
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義
を
歯
科

医
師
は
理
解
し
て
お
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
締
め
く
く

っ
た
。

 

（
城
東
区
・
玉
川
尚
美
）

　

大
阪
市
東
部
地
区
と
同
北

部
地
区
は
７
月
27
日
、
口
腔

外
科
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
「
顎

骨
壊
死
〜
分
か
っ
た
こ
と
・

分
か
ら
な
い
こ
と
」
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
97
人

が
参
加
し
、
顎
骨
壊
死
に
つ

い
て
の
最
新
情
報
と
対
応
・

治
療
を
学
ん
だ
。

　

講
師
の
佐
々
木
昇
氏
（
尼

崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）
は
、
ま
ず
顎
骨
壊
死

に
関
す
る
予
防
や
対
応
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
つ
い
て

解
説
し
、
問
題
点
を
指
摘
し

た
。

す
る
衛
生
士
４
人
が
指
導

し
、
15
人
が
受
講
し
た
。

　

同
氏
は
、
実
習
に
あ
た
っ

て
「
明
日
か
ら
の
診
療
に
活

か
せ
る
よ
う
に
、
日
々
の
悩

み
や
基
本
的
な
こ
と
も
交
流

し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

バ
キ
ュ
ー
ム
技
術
を
紹
介
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
学
習
し

た
後
、グ
ル
ー
プ
実
習
し
た
。

　

患
者
役
、
ド
ク
タ
ー
役
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
役
に
分
か

れ
、
バ
キ
ュ
ー
ム
の
持
ち
方

を
は
じ
め
、
各
部
位
ご
と
の

バ
キ
ュ
ー
ム
の
当
て
方
に
つ

い
て
実
習
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
講
師
は
、
一
人
ひ
と
り
の

課
題
や
、
日
頃
の
治
療
に
あ

た
っ
て
の
問
題
に
丁
寧
に
答

え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
見
よ

う
見
ま
ね
で
バ
キ
ュ
ー
ム
し

ス
タ
ッ
フ
向
け
実
習

ス
タ
ッ
フ
向
け
実
習  

多
彩
に

多
彩
に

大
阪
市
東
部
地
区
・
同
北
部
地
区

顎骨壊死の最新情報学ぶ

申込受付期間
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病気やケガでの休業に安心保障！

①最長730日の長期保障！
②掛金が満期まで変わりません！
③掛け捨てではありません！
④自宅療養、代診をおいても給付！
⑤傷病給付金は非課税！
⑥所得補償保険との重複受給ＯＫ！

給付内容（１口につき）
給付金の種類 受給資格 給付内容・日数など

傷病休業給付金
入 院 給 付 金

【疾病】2015年７月１日以降に発病した病
気を原因に休業したとき、【傷害】2015年4
月１日以降の傷害を原因に休業したとき

疾病も傷害も６日以上連続して休業した場
合、６日目から１日につき自宅6,000円、入
院2,000円を加算【通算給付日数500日まで】

長期療養給付金
傷病給付金の限度日数（500日）を超え
て、引き続き連続して休業したとき

１日につき自宅3,000円、入院6,000
円【連続１回限り230日限度】

弔慰給付金 傷病により死亡したとき 500,000円（＋脱退給付金）
高度障害給付金 傷病により高度障害状態になったとき 500,000円（＋脱退給付金）

脱退給付金 加入３年以上経過した後、脱退したとき
別に定める脱退給付金表により

給付金額を確定

自
宅
療
養
が
長
期
化
す
る
中

保
険
医
に
最
適
な
保
障
制
度

【加入日】2015年4月１日
【加入申込資格】
① 加入日現在健康で１つの主たる医療機関等で週４日以上かつ
　週16日時間以上で業務に従事している。
② 59歳（昭和30年10月２日以降生まれ）までの保険医協会会員で、
約款に同意できる保険医。

注）現在、健康に異常のある方は原則として加入できません。
※資料請求・お問合せは、大阪府歯科保険医協会共済部（㉓06-6568-7731）まで。

思わぬリスクに備えて若い時思わぬリスクに備えて若い時
からの加入をお勧めします！からの加入をお勧めします！


